
　

週刊 地震ニュース No.221 NPO法人 環境防災総合政策研究機構

2月12日 2月18日～ 2024年2月19日

トピックス

発行

 この期間の最大震度は４
本資料は上記期間に国内で発生した震度１以上の地震についてまとめたもの    　（出典：気象庁震度データベース/地震情報）

主な地震の発生状況 （図1,図2参照）

■ この期間、震度１以上の地震が64回発生。最大震度は４（能登半島の活動は引き続き活発） ■
①２月14日1０時32分に石川県能登地方で発生した地震（M4.5、深さ11ｋｍ）により、石川県穴水町で震度４を観測した
　ほか、新潟県から福井県にかけてと岐阜県で震度３～１を観測。この地震は１月１日から活発な活動が続いている能登半
 島地震の活動域内で発生したもの(トピックスに回数図表あり)。
②２月１４日１５時２９分に京都府南部で発生した地震（M４.４、深さ１２ｋｍ）により、京都市で震度４を観測したほか、岐阜
　県から広島県にかけて震度３～１を観測。１５日にも最大震度３を観測する地震が発生した（トピックス参照）。
③２月１６日１８時５２分に茨城県南部で発生した地震（M３.９、深さ４７ｋｍ）により、栃木県宇都宮市・下野市・壬生町で震度
　３を観測したほか、福島県から東京都にかけて震度２～１を観測。

■ 京都府南部の地震活動　■
・14日に京都市伏見区で震度４を観測した地震の後、この付近で
 は15日に最大震度３が１回、17日に最大震度１が２回発生した。
 これらの地震は地殻内で発生したものです。
・1997年10月以降の活動をみると、今回の地震の震央付近では、
 M４程度の地震が時々発生しており、群発的な地震活動もみられ
 る地域です(図３)。
・2022年３月末から６月にかけて地震活動が局所的に活発となり、
　今回の地震と同規模のM４程度の地震が４回発生し、震度１以上
　を観測する地震も16回発生した。
・この付近で発生する地震の原因としての一つの可能性として、
 能登半島地震のように地下からの流体の可能性があると指摘する

 研究結果もある➨この地域には地下６０ｋｍ～８０ｋｍにフィリピン

 海プレートが沈み込んでおり、
 海水を含んだフィリピン海プ
 レートが地下深く沈み込み、
 地中で熱せられてしみ出た
 海水が徐々に上昇して断層
 に入り込み、断層を滑りやす
 くしている可能性があるとの
 考えによるもの。

NPO法人 環境防災総合政策研究機構 http://www.npo-cemi.com
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（図１) 

期間内に発生した震度１以上の地震
（最大震度を主眼とした表示をしています）

図3：震央分布図 1997年10月1日～２０２４年2月17日 （Ｍ≧2.0）
赤丸一つ一つが地震が発生した場所。水色線は主な活断層
国土地理院の地図にプロット

①14日 M4.5, 11km
最大震度：4

（図2） 1週間毎の最大震度別地震発生回数

②14日 M4.4, 12ｋm
最大震度：4

③16日 M3.9, 47ｋm
最大震度：3

15日 最大震度：3

ほか、
最大震度3が３回

(図３)
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三峠（みとけ）・京都西山断層帯

2022/3/31 
M4.4 最大震度４

2024/2/14 
M4.4 最大震度４


